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廣瀬英雄

３．期末試験後

　FP では，実力はあったものの期末試験で思うようにそ
れを発揮できなかった学生に対して期末試験直後に特別集
中講座を開き，再度チャンスを与える試みを行っている。
再試験相当のものにあたる。再試験のチャンスで実力を発
揮した学生とそうでなかった学生を図 10，11，12 のブルー
の影の中に示してみた。再試験対象者の中で再度失敗した
学生には×を付けている。集中講座および再度のチャンス
ということで，L 学部 F 学科（解析基礎 A）で５人中４
人（80％）が，E 学部（A&E）学科（解析基礎 A）で 12
人中８人（67％）が，I&E 学部（I ＆ I）学科（線形代数 A）
で 15 人中 12 人（80％）がチャンスを活かしたことになる。

図８　３クラスでの FP 関与率のグループ間による違い

図９　 ３クラスでのグループ A の割合の変化（中間まとめと期末
試験時）

図 10　 L 学部 F 学科（解析基礎 A）のプレースメント成績と期
末試験の比較２

図 11　 E 学部（A&E）学科（解析基礎 A）のプレースメント成
績と期末試験の比較２

図 12　 I&E 学部（I ＆ I）学科（線形代数 A）のプレースメント
成績と期末試験の比較２
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フォローアップクラス参加による学習効果の確認法について

４．まとめ

　フォローアップクラスに行った学生が，行ったことによ
り行かなかったと仮定した場合よりも何らかの効果が現れ
ていることを見つけるのは容易ではない。ここでは，クラ
スで，フォローアップクラスに行った学生と行かなかった
学生との違いを，プレースメントテストのスコアと入学後
のテスト（中間まとめや期末試験）成績を使って，成績が
向上したグループと下がったグループの２つのグループに
分け，その中でフォローアップクラスに関与する学生とそ
うでない学生の数の比較を行うことを提案した。
　比較の結果，プレースメントテストから中間まとめに向
けて，またプレースメントテストから期末試験に向けて，
成績が上がったグループ A ではグループに占めるフォロー
アップ要参加者の割合が大きかった。また，中間まとめか
ら期末試験の間に全体にしめるグループ A の割合の変化を
見た結果，３クラス中２クラスで成績が向上している割合
が増加した。つまり，提案法による結果からフォローアッ
プの効果を確認できた。
　また，期末試験で思うように実力を発揮できなかった学
生に対して試験直後に特別集中講座を開き再度チャンスを
与える再試験の試みを行った結果，ここで調べた限りでは，
およそ 70％以上の学生がそのチャンスを活かしたという
結果が得られた。
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